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中学校の新入生説明会、公民館まつりでも

展示する予定です。

11/3～5の３日間
ヒロロの３Ｆに

展示されました。

青森県無形民俗文化財大沢獅子踊がアトラク

ションとして行われ、大沢獅子舞保存会に所

属している小学生・中学生が伝統の舞を披露

し、大きな拍手をもらいました。
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１１月２１日(火)、中学校１年生(33名)が、石川地域で行った職場体験学習(10/31,11/1)から学んだ

ことについて、小学校５・６年生に伝えました。中学校１年生が工夫して作った手作りの資料をもとに、

紙芝居＆屋台村方式で行いました。小学生は中学生になったら行う体験学習や身に付いていた方がよい

マナーなどについて学ぶことができました。中学生も発表力・表現力を養うための場となり、有意義な

小中一貫キャリア教育となりました。なお、この活動も「ひろさき卍学」の一環として実施しました。

１１月７日（火）、小学校の相馬校長先生、石郷岡先生がこのフォーラ

ムに参加し、岩手県大槌町、宮城県登米市など東北各地のコミュニティ・

スクールの取組事例を学んできました。１１月２４日（金）の小・中三役

会で、相馬校長先生から「ＣＳという形式が大切なのではなく、どのよう

な子どもを育てたいかが大切である。そのために、学校・地域が協働でで

きる仕組みをそれぞれの実状に応じて構築するので、ＣＳの最終形は様々でよい。石川地区の課題

に対する手立てとしてＣＳがあることを再認識したい。」という報告・所感がありました。

「白寿園」に訪問した班

は、アクションも取り入

れて発表していました。

「富士見総業」に訪問し

た班は、男１人女２人の

班ですが、チームワーク

よく発表していました。

石川のまちづくりについて、職場の方に質問し、それ

を受けて、班でこれからの石川について考えました。
１１の班が発表しているところに小学生のグル

ープが時計回りに移動しました。

「石小創立140周年おめでとう」の文字を中学校の校舎に掲げました。

大槌学園の見守り活動


